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はじめに
書屈を説くと r-力Jのタイトノレが目に付く。活力、文章力、学力、授業力、教師力、教青力、
福祉力、社会力、地域力、コメント力、生きる力、親力・・・などである。これらは未だ明確な
概念規定の無いものもあるo i力Jをタイトノレに使うのは、そのよう江力が社会に欠けていると
思われているからであり、また、そのような力が求められているからであろう。筆者は「力jを、
位置や性質など f対象に変化を与える存在j と考えている。本稿においては、自治会を範囲とす
る地域で福祉にどんな力が出せるかを、具体的な取り組みを通して考察する O
筆者は教青学を専門としているが、長年、地墳の活動に関わってきたことから 1)、地域の教
育力に関心を持ってきた。また、一人暮らしの母親が2004年4月より介護サービスを受けるよう
になったことから、福祉についても関心を持つようになってきた。さらに、 2004年llAより保護
司の活動をするようになって、少年狸罪と克童福祉についても関心を持つようになってきた。
以上のような関心を基に、本語においては、筆者らが取り組み始めた滝ノ町自治会活動の一つ
を通して地域福祉を考察する。具体的には、「子どもの居場所作ち」、「世代間交流の推進ム「高
齢者の健康増進」、「地域の活性化Jという呂標を持って取り組み拾めた「滝ノ町子どもペタンク
教室Jの事業であるo
福祉
第二次世界大戦後の1946年に制定された「号本国憲法」では、伊blicwel白reを「公共の福祉」
と訳し、 socialwelfareを f社会福祉j と訳しているo Welfareは「うまく暮らしていくJといっ
た意味合いで、漠然と f並の生活をすることjを意味しているように考えられる。 5本国憲法に
は「すべての冨畏は、鍵蔑で文化的な最低限度の生活を嘗む権利を有する O 冨はすべての生活場
面について、社会福社、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない。J(第25
条〉とあるo i最抵摂度の生活Jも並の生活を意味しているように考えられる O
今日「短祉Jの語は多義に使われているように思われるので、筆者の考えを表明しておかなけ
ればならない。 f福祉Jには匿などの公的援助の概念が含まれている O 福祉は「公jの行政的な継
続した活動であって、一時的な手助けは福祉とは言えない。援助の必要な入に公的な援助を継続
-39-
自治会における地域福祉の取り組み
して提供するむが福祉であると考えられる O しかし、どんな入が、どんな人に、どんな援助をす
るかを決めるのは容易ではない。
1987年に制定された「社会福祉士及び介護詣祉士法J第 2条には、社会福註士を「専門的知識
及び技術をもって、寿体上若しくは精神上の障害があること又は環境上の理由iこより日常生活を
営むのに支障がある者の福祉に関する相談iこ応じ、助言、指導その他の援助を行うことを業とす
る者」とし、介護語祉土を「専門的知識及び技術をもって、身体上又は精神上の撞害があること
により日常生活を営むのに支障がある者につき入浴、排せっ、食事その他の介護を行い、並びに
その者及びその介護者に対して介護に関する指導を行うことを業とする者」とあるO 今日、介護
を「入浴、排濯、食事jに限定することなく、被援助者及びその家族の生活全体を援助する考え
も出され、福祉の中で介護の範囲と種類が広がってきたように思われる。しかし一方で、被援助
者に対する自立支援が強調されてきた。
地域福祉
「地域福祉jはその活動の多くが「公私協働jであって、「私Jの果たす役割が大きい。「私j
の活動をいかに継続させるかが大きな課題である。「地域福祉Jという概念は、すでに多くの先
入によって論じられているが2k筆者は自らの所属する滝ノ町自治会を念頭において、次のよう
に考えている。「地域福祉」とは、高齢者、障がい者、児童、母子および寡婦、菌窮者などが抱
える「開題J3)の原医を、すべてその個人や家族に帰するのではなく、その地域で支援し、地域
で解決できることは少しでも地域で解決しようとする活動の総体であると考えているO 一方「社
会福祉jは、より広い社会や国家に支援や問題解決の場を求めるだけでなく、問題の原因を社会
にあるとする概念であると考えている O
福祉と矯正
f児童撞祉法Jは児童の健全育成が目的である 4)。一方 f少年法jの巨的も「少年の健全な青
成jであるG 例えば、非行少年に対する児童福祉の視点は、あくまで当該少年を環境の被害者で
あるとの認識を基本としている 5〕c すなわち当該少年が因っているのであり、援助を求めている
と考えるのであるo I非行」は当該少年が周りの者を国らせることであるとも考えられるが、そ
れは「少年法jの視点である。 f少年法」によると、「非行のある少年に対して性格の矯正及び環
境の謁整に関する保護処分を行うとともに、少年及び少年の福祉を害する成人の刑事事件につい
て特別の捨震を講ずることを目的とするJ6)のである。同じ非行でも福祉の視点で見るか、矯正
の視点で見るかによって解釈も対応も異なる。「教育」の場合、教育者が矯正と福祉のどちちの
視点に重きを置くかで教膏活動法大きく異なる O これは教育の重要な課題である O
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滝ノ町自治会
滝ノ町自治会では、夏の夜間の青少年非行防止パトローん7)に際し、「地域の子どもを非行か
ら守りましょうJr少年の犯罪被害をなくしましょう」などと連呼している。
滝ノ町は京都府長岡京市の最北端に位置していて、長岡京市の人口統計によると1144壁帯、
2909名 (2005年10月 1日現在〉である。その内、自治会加入世害は956世番で、加入率は83.6%
である。
f滝ノ町自治会規約j が出来たのは1971年(昭和46年〉であるが、それ以前からこの地域は活
発な地域活動が行われてきた。
1972年 10月 l日に市制がしかれ、京都府乙
喜H郡長岡町から長岡京市になった。同時に、
大字井ノ内と大字今里の一部が現在の詫ノ町
になった。
1999年 3月に誌「ふれあいのまちづくり事
業Jが発足した。
1999年 11月には、自治会版「滝ノ町だよりj
が毎月発行され、当初は回覧されていたが、
2000年5月からは各戸配布になった。 2005年
10月で73号になった。
2000年 5月からは「滝ノ町ふれあい文化サ
ロンJが毎月開催され、 2005年10丹で65自に
なった。
2005年麦記おいても特筆すべき事業が数多
い。 f滝ノ町子どもペタンク教室」は年度当
初の計画に入っていなかったが、 6月震の定
例地区長会で提案され、承認された薪たな事
業でるる。
滝ノ町における福祉活動
滝ノ町iこ泣4名の民生児童委員がいる O 滝ノ町に在住の主任児童委員 1名も民生児童委員と協
働している O
毎年、「敬老の日」の頃に、「敬老の集い」を実施している。町内在住の70歳以上の高齢者がー
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堂に会し、会事と擢し物を楽しんでいるが、
不参加者には民生克童委員等が敬老記念品を
届ける O 近年は高齢者が増え、一堂に会する
ための会場探しが一苦労である O
「さっき会J(独居老人の会〉の集まりは民
生児童委員の世話によって運営されている O
高齢者に隈らず、人を一人にさせることは、
福祉的にも防災的にも好ましくない。
高齢者交通事故防止対策 (2003.2004年度〉
では、警察署、自治会役員、員生児童委員、
主任児童委員、ときわ会〈老人会)役員など
が中心となって、高齢者宅を訪問し、交通安
全の心得を話したり、危検富所を調べたりし
fこc
イ告に、子ども会後援会、社会体育振興会、
婦人会、ときわ会が、それぞれ独自の活動と、
自治会の大きな行事皐}を主幹している。年
間の数々の事業、行事は地域む人々がふれあい、知り合う機会であり、地域を活性化させる重要
な要素であるc これち詰また、地域住民の連帯意識を高める意味で、地域語社の活動ととらえる
こともできる。
地域における社会資源の発掘
地域福祉を実効あるものにするためには、だれが、いつ、どのような活動を実体化するかであ
るO それに辻地域の f社会資源J9)を発掘、活用することである O 現実的には地域の社会資源を
いかに組み合わせるかであるo 19!Jえば、定年退職した元気な高齢者の中には活力と時間をもて余
している人もいるO その人的社会資源は大きし iO 居住地域に活動の場が無いので、他で活動する
人もいるc
滝ノ町自治会においては、「滝ノ町ふれあい文化サロン」ωの実施によって、社会資源を発揺
する機会がある O これは滝ノ町自治会の「ふれあいのまちづくり事業」の一つで、ある O そこでは
毎回、滝ノ町住民あるいは所縁の者が、滝ノ町自治会館で、約 1時間、話題を提供し、 30分間誌
参加者と話し合う。テーマは多岐に亘っている li〉O 内容は講演というより自己紹介的でるる。
参加は無料、話題提供者への謝礼誌無し、滝ノ町自治会館使用料も免除の「三無い主義」の経堂、
運営である。これは生涯学習事業としても注目されているが12k話題提供者と参加者とがより
-42-
自治会における地域福註の取り組み
深い交流・ふれあいを持ち、地域の活性化に繋がる点がこの事業の本来の目的である O さらには
地域の社会資源発掘活動としても特筆すべきであろう。現にこの「ふれあい文化サロンJが契機
で「滝ノ町ふれあいコーラス」が生まれ、さらに自治会の歌「滝ノ町賛歌」もできた。「滝ノ町
ときわJI梯句会」も生まれた。パスやトラックむ燃料となるバイオディーゼル燃料に転用するた
めに捷用済みてんぷら油の呂収も始めた。
滝ノ町とペタンク
筆者がフランス人との交流でペタンクを初めて体験したのは学生時代の1970年代であるG その
後、 1990年代に筆者が長関京市の社会体育振興会の役員をした時、ペタンクがニュースポーツと
して紹介されていて、用具も揃っていることを知った。幸い滝ノ可には自治会詰の前にベタンク
ができる公園があるので、町内での実施を計匿したのである O
ペタンク Cpe陰口弓ue)は南フランスの港時で生まれたスポーツである。比較的、場所を選ばず、
誰でもできるし、経費も安倍である O ゲーム詰まずビユット〈また誌コショネ、直径25'""'35mm
の球)を 6"" 10m先に投げ、それに向けて 2組のチームがブール(金属製のボーノレ、童径7.05""
8cm、650'""800g)を投げて、その接近度を競うのである。投げる位置を示すサークル(直径35
"""'50cm) はフリーハンドで地面に描くが、勝敗はミリメートルの差を競うのであるG
2002年 5月;こは、京都府ペタンク協会の方に来ていただき、滝ノ町公器で無料講習会を開催し
た。その後、ときわ会(滝ノ町老人会)が中心に、月 1回練習日を決めてペタンクに親しんで
きた。
2003年 3月には第 1回「滝ノ町ペタンク大会」をオープンで開寵した。滝ノ町の外かちも 2チー
ムの参加があり、その 1チームが優勝した。
2003年 6足には第2回「滝ノ甫ペタンク大会」を自治会の各謹毘体対抗で開催した。この時は
「滝ノ町子ども会」から出場した家族(夫婦と小学生〉が擾勝した。
2005年 3月;こは第3回「滝ノ町ペタンク大会Jを自治会の各種団体対抗で関鑑した。この時は
「ときわ会」から出場したチームが優勝した。その時、子どもが6名参加していて、その子ども
達が口々にペタンクを面白いと言っていた。そこで、筆者は第 1@] I子どもペタンク大会jの計
画を立てた。その大会に向けて、町内の子ども達にペタンクに親しんでもらおうと企画したのが
「滝ノ町子どもペタンク教室」である。
地域子ども教室推進事業
文部科学省辻、 2004年度(平成16年度)から 3ヵ年間、「地域子ども教室推進事業jを打ち出
した。それによると、放課後や週末などの一定時間、子どもたちがスポーツや文化活動などのさ
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まざまな体験活動を実施できるよう、特に，学校の校庭や教室等に安全で安心して活動できる子
どもたちの居場所(活動拠点〉を緊急に用意するO そして地域の大人たちを，子どもたちの様々
な体験活動の安全管理や活動指導員として配震い子どもたちの放課後や週末の時間を利用して，
スポーツや文化活動など様々な蔀験活動や，地域住民との交流活動などを実施することをうたっ
ている。
日本体育協会でも、子どもの岩場所づくりに関する運営協議会を立ち上げ、文部科学省が進め
ている「地域子ども教室推進事業jの委託を受け、 2004年(平成16年) 9月から子どもたちの様々
な体験活動の拠点、となる「地域子ども教室Jを全国47カ所でスタートさせた。 子滝ノ町子どもベ
タンク教室j も申請しようとしたが、時期を逸した。
文部科学省は平成16年から 3年間をかけて f子どもの居場所づくり新プランJ，こ取り組み、予
算化している O そのサブテーマ辻「地域の大人たちの力を結集し、子どもむ活動拠点を整備jで
あるG 平成16年度の予算額は約70議円であるO 子どもの居場所が少なくなったことによる、子ど
もの発達の歪みや、子どもの引き起こす社会問題の解決の糸口を見つけようとしているようで
ある。
(表 1) 
0趣量
学授が完全遺5日制になり、週28の休みになり、子ども達の生き甲斐のある活動
の場を作ることが家庭や地域む課題となっているo そこで、滝ノ需では、滝ノ町公圏
でできる、フランス生まれの大衆スポーツ・ペタンクを通して、①子どもの居(要)場
所を作り、②世代間交流・ふれあいを深め、③高齢者の福祉と鍵康増進を密り、ひい
て辻③総合的に地域を活性化する自的で、子どもペタンク教室を推進するG
なお、これまでときわ会〈老人会)が中心になってペタンクむ練習をしていたが、
従前通りの体制を移行し、全面的に子どもペタンク教室を応援しながら、全町的に発
震させていくこととする。
。活動
1 )当面、足 1回、土曜の午後2時から子どもペタンク教室を開催する。
2)年 1@1 I滝ノ町子どもペタンク大会jを関濯するo
平成17年度は、 12月118(自〉日時から第 l回を関謹予定。
0世話人
1 )ペタンクを愛し、子ども達とのふれあいを求める入は誰でも世話人になれます。
進んで世話人として登録して下さ¥"0
2)世話人辻、時間の許す限りにおいて、子どもペタンク教室に参加・協力し、子
ども達との交流を深めるO
3)世話人は、滝ノ町の子どもに参加を促していきます。
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「滝ノ町子どもペタンク教室j の企画
2005年 5月26日、滝ノ町子どもペタンク司好会設立準備会を開催。ときわ会を中心に企画を検
討したo (当初は同好会の名称を考えていた。)これまで、ときわ会のペタンク練習誌水曜の午前
に実施されていたが、本事業は子どもの参加を目的としているので、土曜の午後にし、自治会長
の意向もあって、世話人代表が副会長む筆者になった。ペタンクに関して経験者の多いときわ会
が、子ども達に指導しながら、一緒に遊ぶ企画であるO
(表 1)の企画が2005年 6月48に開催された滝ノ町自治会の定例地区長会に提案され、承認さ
れた。
「達ノ町子どもペタンク教室」は緒に就いたばかちの新しい事業であるG 毎回、苦話人の参加
があち、子ども達と一緒にペタンクをしている。一般的には自治会において新たな地域福祉の取
り組みを始めるのは難しいと思われるG なぜなら、都道府県や市のような行政では、事業には人
員と障政措置がとられるが、地域諸社は f公私協働」で実施される。しかも自治会活動における公
私の区別は難しLい、、。「私Jの部分はボランテイアのような「向社会的行動(匂proω80∞Cl泌albeh泊av吋10ぽr)J口
に依存する度合いが強い。
新聞社の取材と記事
第 1白子滝ノ町子どもペタンク教室Jの〈表 1)の企画書を京都薪毘洛西総局iこ提出し、叡材
を依頼した。当日、新聞記者もペタンクを掠験し、子ども達とゲームをした。地域の行事に子ど
もを結集するのは至難で、あるO 趣旨の周知徹底も難しいが、ペタンクというスポーツを理解してもら
うのが難しい。しかし、ベタンクの楽しさを捧験した子ども達が走り廼って友達を誘ってくれた。
京都新聞平成17年6月19日〈日)洛芭ワイド
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〈表2)
f滝ノ町子どもペタンク教室j の実施および参加状況
回数 日程 時間 子ども おとな
6月18日〈土曜)14時~ 10名 8名
2 7月16日〈土曜)14時~ 7名 7名
3 8月27日〈土曜)14時~ 6名 7名
4 9月17日〈土曜)14時~ 9名 8名
5 10月22日(土曜)14時~ 4名 8名
地域福祉の視点から見た「子どもの居場所作り」
文部科学省が子どもの岩場所作りを国家プランとして掲げる理由は、子どもをめぐる様々な事
件や問題行動が子どもの君場所が無いからという誌識であろう。子どもの居場所とは、安全で安
心して活動できる活動拠点である。しかしそれは自宅の一室のような閉鎖的な所ではなく、公の
場で子ども達が集まれる所であることが望まれる O 筆者の小学生時代 (1950年代)に比べると確
かに上記のような君場所は少なくなってきている O
しかし、果たして、今日の子ども達は「居場所が無いj と患っているのだろうか。「居場所が
無いj と思っているのは「おとなjではないのか。子ども達にはテレビがあり、ゲーム機があり、
携帯竃話がある。子ども達泣岩場所に不自由はしていないようにも思われるO しかし、実はテレ
ビやゲーム機や携帯電話法、子ども達をヴアーチャルな世界に隔離してしまい、人とのふれるい
を持たなくてもすむ環境を作ってしまう恐れがある。そうした環境の被害者としての子どもが非
行や逸脱行為をしてしまうのである。子ども達の社会性や社会力凶を膏む居場所が無くて、子
ども達の健全な成長が阻害されていると考えれば、子どもの居場所作りは、教育というよりも福
祉の発想である。 住宅地のわずかな空間に児童公園15)を作ったのも民じ発想であるように思わ
れる。
施設・ハードとしての公園はできても、そこで何をするかというソフトの開発、運用が必要で
ある O 居場所づくりはその両方であろうが、とりわけソフトが重要であり、その運用がさちに重
要である。なぜなら、おそらく子ども達はそれほど底つてはいないからであるO だからハードの
居場所ができても積極的には集まらない。約30年前、滝ノ町に辻少年野球の「滝ノ町クラブjが
あり、この地域の多くの男子小学生はこのクラブに入って活動していた。今はそのクラブもない。
撞ノ町においても家庭以外で子どもが安心しで活動できる場所誌滝ノ町公圏や滝ノ町自治会館
くらいしかない。現実は限られた近所の子ども達だけが公園を利男し、しかも、ボールを競って
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倉庫や金額を破損することもある。公園の捷用にもルールがあることを子ども達;こ理解させなけ
ればならない。したがって、町内の子ども達が滝ノ町公園に楽しく安心して活動できる機会を創
造することが滝ノ町における地域福祉の活動であると考えられるO
少子化によって家庭で兄弟姉妹と遊ぶことも少なくなった。子ども達が友達と関わる絶好の場
が公園である。滝ノ町公塵には、砂場、ブランコ、鉄棒、滑り台、シーソーがある。しかしこれ
ちは幼児の遊具であるO おとなが乳幼克を連れて滝ノ町公園に来て交流しているところはよく見
かける O しかし、小中学生が滝ノ町公園で遊ぶには狭すぎるO ボールを投げたり、打ったり、蹴っ
たりすると、倉庫や金績を破損してしまう。その点ペタンクは遥常の遊び方であれば、その心配
は無い。しかし子どもだけでプレイすると金属のボールが凶器になりかねなt'o したがって、お
となと一緒にプレイすることが重要である O 一諸にプレイすることによって子ども達の逸説行為
を予訪することにもなり、社会的規範意識の形成にも繋がる。
子ども達が『ペタンクは楽しい』と実感すれば、子どもが子どもを連れてくる O これが岩場所
作ちには大切である O しかし、課題もある。モンテッソワーω諒子どもの興味の持続を教育の
基礎にすえているが、今日、子どもの興味誌爆発的に拡散している。そのため、飽き性の子ども
が増えたように思われる。楽しそうにペタンクをしていても、すぐ他の遊びをしたがる。おとな
とよりも子ども同士の方が話しやすく、気心が知れているからかもしれない。世話人のおとなが
どんな言葉かけをしたら子どもと話が続くか、反省や工夫の余地がある。
地域福祉の視点から見た「世代間交流」
交流、ふれあいを煩わしいと考える人が増えてきているように思われるが、人誌潜在的には人
との交流を求めているG 核家族化で子ども達が高齢者と生活する機会が少なくなった。子ども達
が活動を通して高齢者とふれあうことは計り知れない極値的な経験をすることになる O 列えば、
子ども達2こは異文化と言えるほど異なる高齢者の考えや行動に出会い、異質性を自覚できるO も
ちろん違和惑を覚えることもあるだろう。しかし他方、その異質な考えや行動が自分たちと繋がっ
ているという自分の存在の歴史性を自覚できる。さらに、高齢者の高い教養や技能と出会って、
身近に尊敬できる入、目標にできる人を発見できる O たとえ寝たきりの高齢者でも、その生き様
を伝え開くことはできる、などである O このような世代間交流は、子どもの成長の糧になるとい
う意味で教育的であり、体験した子どもが充実を感じ、意欲に繋がれば福祉的であると考えら
れるO
滝ノ町内にも独居老人を含め、若い世代と交流の機会が少なくなった高齢者が増えてきた。現
に或る高齢者法「若い人と接すると若返る思いがする」と言って期待を寄せているO 高齢者にとっ
て身近な若者は希望の星である。自分の生あるいは文化を受け継いでくれる者と接することは自
分の存在の註であり、喜びである。それ泣自分を後世に残すことでもある。その意味で高齢者が
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若い世代と交流することは福祉的であるc
地場福主止の視点からは、若年世代にとっても高齢世代にとっても、交流を持つことは非常に有
意義である。交流、ふれあいは場を共有することである O いろいろな場の形成、創造が考えられ
るが、滝ノ町内でそれにふさわしい場所は滝ノ町公園と滝ノ司自治会館である。「滝ノ時子ども
ペタンク教室j は世代間交流を通して、滝ノ町公冨という社会資源を有効に活馬できる事業で
ある。
筆者が f滝ノ町子どもベタンク教室jで知り合った男子が、先日、滝ノ町公匿で禁止されてい
るボーノレ遊び、をしていた。筆者は公菌の前を通ちかかった時にその男子に主意した。彼はそのボ-
jレ遊びを止めた。これには「滝ノ町子どもペタンク教室」によるふれあいの成果が現れている O
ひとつは筆者が、注意できたこと、もうひとつはその男子が注意を開いたことである。今日、見ず
知ちずの子どもを注意するにはかなりの勇気がいるし、子どもは見ず知ちずのおとなの注意誌関
かない。
地域における事故や事件はふれるいの希薄なところに起こるo 非行防止や防犯は住民の希望で
あり顛いである。その意味で地域にふれあいの場を創造することは福祉的であると言えるo i滝
ノ町子どもペタンク教室jは一世代跳びの世代関交流の場となっているO 子ども達が高齢者の心
の支えにもなれるO
地域福祉の視点から見た「高齢者の健康増進j
高齢者が病気や寝たきりになってから援助をするよりも、健康増進のための援助が必要であるO
そのためには、高齢者に適度な運動、スポーツの磯会が必要であるc しかもその機会は生まいの
近くが望ましい。筆者の小学校区の社会体育振興会では毎月第 1、第3日曜ヨをスポーツデーと
して、校区住民のためにさまざまなスポーツの機会を無料で提供しているG しかし、高輪者には
滝ノ町からは学校まで歩くと20---30分はかかる。その点、滝ノ町公冨は町内にあるので近い。
高齢者の健康増進もさることながち、子どもの捧力抵下も開題になっている。子どもの体力低
下辻疾病予錆軍の増加である。それは子どものライフスタイルの変化に起因しているが、特に食
生活の変化と運動量の低下に起因していると考えちれる。文科省が出した、スポーツ人口〈還に
l自何らかのスポーツをする人口〉を全国民の50%にするという数値目標法高いが、筆者は賛成
である。
総合型地域スポーツクラブの推進は、地域のふれあいを大切にしつつ、地域住民の健康増進を
圏ろうとしている O 筆者はスポーツと文化は関根であり、 f総合型地域スポーツ文化クラブ」と
して推進してし1く必要があると考えている。なぜなら、スポーツは肉捧を耕すこと Ccul知re)で
あり、文化は精神を耕すことであると考えられるからです。文部科学省は中学校区を構想してい
るようであるが、昌治会単位でもできる取り組みを実施していけばよいc 内容総合(複数種目)
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の名には値しないかもしれないが、明確な目標総合(複数目的〉の「諸ノ町子どもペタンク教室j
は地域福祉の活動として注呂に{直する。なぜなら予算措置無しの社会資源の活用で多大な成果が
期待できると考えられるかちである。
地域福祉の視点から見たな也域の活性化j
活性イととは、動きが活発になることである。したがって、地域の活性化とは、地域内のいろい
ろな活動が活発になることである。具体的には種々の事業が実強され、多くの人々がそれに参加
することであるO しかし人の参加は喜びを伴わなければ活性化とは言えない。喜びは自発的、能
動的な活動から生まれるのである。依頼された活動でも喜び、がなければ長続きしない。福祉は継
続が必要である。ボランティアの活動であっても継続性がなければ福祉には向かない。
「滝ノ町子どもペタンク教室」は、参加した大人も子どももペタンクのゲームを楽しんでいるG
継続して参加する子どももいる。チームプレイにはチームの協力が必要であるO 協力とは助け合
うことであるo I共同体」とは本来、助け合って生活する集団である。みんながごく自然に助け
合える集団。家族はそのような集団む原型であるO そのためには、共同体の講成員ができるだけ
顔をあわせ、声をかけ、活動をともにし、ふれあうことが大切であるO そこから共通理解、共有
感情、協働の意欲が生まれる。自治会を地域共同体としていくために辻、自由iこ集える場が必要
である O それが自治会の催しであり、事業である。
地域の活性化はそこに住み続けようとする人々の生き甲斐に繋がる。滝ノ町には「滝ノ宵祭りj
をiまじめ、多くの事業がある。「滝ノ町子どもペタンク教室j は新たに加わった事業であるG 地
域の伝統や社会資源を最大限に活用して、このペタンク教室によって、地域福祉、地域の活性化
を進めていきたい。
終りに
地竣で生きる、生活するとは「往む」ということであるG 住むとは一時的な滞在と異なり、根
付くことである O そのためにはその地域の安心と安全が保障され、快適でなければならなし、雨
露を凌ぐ家墨があるだけでは十分ではない。入と繋がって在ることである。
f繋がるJI関わるJIふれあう」など、表現は異なるが、地域の共同体には不可欠の要素で
ある。
しかし今日の社会において、留盤、自由を主張する余り、この結合のベクトノレが弱まり、ベク
トル辻分断、拡散の方を向いている O 地域福祉の活動はこのベクトノレの方向諺正から捨めなけれ
ばならない。人々は安心して繋がり、ふれあえる場を求めている O その場を作るのも地域福祉の
活動であると考えられるG 這ノ町はこれを、スローガン「元気ふれあい滝ノ町」に揚げ、数々の
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fふれあいのまちづく与事業」を実施している。
平成10年版の『厚生白書J，ま f子どもを産み育てることに『夢』を持てる社会をjがテーマで
あった。これを真似て「住み続ぜることに『夢』の持てる地域をJと言えないだろうか。安心や
安全だけでなく、地域にも夢が必要である O 眠って見る夢と違い、覚めて晃る夢は活動を伴うo
f草生白書』が撞く夢実現の方針は f子ども達の地域での受友関係や活動が活発になることJi高
齢者が積極的に地域参加をするJi主婦や自営業者だけでなく働く男女も麓極的に地域参加をす
るJI7lなどであるが、それには参加できる事業や行事などの取り組みが必要であるO
事業や行事などには、いろいろなもりが必要であるo 資金、施設、用具、人員などいわゆる社
会資源である O その地域の社会資源を活用すれば、かなりの事業や行事ができる。しかしそれは
誰かが計画を作り、推進しなければできない。既存の事業や行事でさえ、煩わしさなどを理由に
縮小、廃止の嵐潮があるG そのような風瀬の中で、新規の事業や行事を計画し、推進することは
至難である O 地域福祉活動の最大の開題は、計画し推進する入手の確保である。
夢のある楽しい人々のふれあいを地域に創造するのが「滝ノ町子どもペタンク教室jの挑戦で
ある。
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